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01 短期集中サービス導入までの経緯
（導入を考えた理由、準備した内容、期間、予算）

03 事業の成果

02 サービス構築時のポイント

本日の内容



０１ 短期集中サービス導入までの経緯
（導入を考えた理由）



防府市の総合事業移行後の地域づくりの取り組み

防府市の取り組みが2つ紹介されている

➡総合事業がうまくいっている？



防府市の総合事業のサービスの状況

基準緩和型サービス（サービスA）

基準を緩和し単価を下げたのみ

短期集中サービス（サービスC）

スポーツジムに委託（運動中心のサービス）
利用者はほぼいない状態

しかし…

ほとんどの高齢者が現行相当のサービスを利用していた



防府市の特徴（平成３０年度時点）



防府市の給付費等の見込み（平成３０年度時点）



本当の課題は何？！



元気になる仕組みが必要

短期集中サービスを予防事業の軸にしよう

課題の解決のためには…

予防給付型サービスでは元気になっていない



０１ 短期集中サービス導入までの経緯
（準備した内容、期間、予算）



防府市の高齢者支援について



・専門職と勉強会（８回程度）→サービス構築に向けた検討委員会

・各地視察（生駒、寝屋川、豊明等）

・外部講師による市内事業所等への研修実施（自立支援の考え共有）
（㈱ TRAPE、寝屋川市、佐々町、医療経済研究機構等）

・窓口の体制変更、リハ職訪問アセスメントのテスト実施等
（短期集中サービスにつなぐまでの体制整備）

・短期集中サービスのモデル事業実施（令和元年度）

・事業所への説明会等開催（短期集中サービス等）

・住民や医師会、病院等への説明（短期集中サービス等）

本格実施までの準備の内容



【防府市の場合】

・平成３０年７月から専門職との勉強会や先進地視察を開始
（１１月頃モデル事業のための予算の確保）

・平成３１年９月から短期集中サービスのモデル実施

・令和３年１月から総合事業改正、短期集中サービスの本格実施

※コロナの関係で説明会等が開催できず本格実施が遅くなった。
予定では、令和２年６月～１０月での本格実施を目標にしていた。

本格実施までにかかった期間

「事業設計→モデル実施→事業所への説明→本格実施」
約２年程度で行うことができる。



本格実施までにかかった予算

【防府市の場合】

・短期集中サービスアドバイザー費用

・作業療法士技術的支援費用

・サービス検討委員会謝礼

・リハ職訪問アセスメント謝礼

・短期集中サービステスト事業費

・講師費用等

合計 約６５０万円



０２ サービス構築までのポイント



行政職員だけで制度を考えない

・防府市では、サービス事業所の職員やリハ職等の専門職が
制度形成に参加します。
関係者で議論をしながらテストを繰り返して形にします。

・この過程で自然に専門職との規範的統合を図れるため、
事業者と行政の合意形成を行うことができています。

・行政が勝手に準備した制度ではうまくいかないと考え
ています（行政は舵取り役）。

地域の高齢者（支援を要する）の実情を一番良く知って
いるのは国や市役所ではなくサービスを提供している人



行政の古い考えは捨てるべき

市役所

市役所職員の三輪、○○サービス連絡協議会会長の□□という立
場で議論するのではなく、三輪が□□さんと話をすることが重要。
立場は関係ない！フラットな関係で、いいものを作っていく仲間
というイメージ。
雑談からいいアイデアが生まれることが多い。

サービス事業所団体・専門職団体等

行政だ
から…

民間の人とは…
※そもそも指導する立場なので
ざっくばらんに話にくいはず



個別事例の検討に行政職員も参加する

現在のサービスが効果的に機能しているか

支援方針のすり合わせ（保険者が目指したい支援の共有）

他に必要な事業（制度）がないか

議論を繰り返すことで関係者と理念の共有ができる。
関係者との関係性の構築

個別事例の検討に行政職員が参加するメリット

事務職
だから

…

高齢者の状態像が分からない…
分からないから専門職の皆さんにお任せします！！NG
地域やサービスを利用している高齢者と触れ合う
専門職に疑問点を積極的に尋ねる
➡行政職員として見識を深める努力は重要



事業全体の連携を意識すること

地域包括支援センターと短期集中サービスを中心とした防府市の地域支援事業の連携図



０３ 事業の成果



改善率（令和５年１月１日市広報より）



サービス費への影響

※防府市決算書より作成

年度

サ
ー
ビ
ス
費
（
千
円
）

要支援者等に対する在宅サービス費推移

１億円以上減少



要介護認定率への影響

防府市の要介護認定率の推移

年月

要
介
護
認
定
率
（
％
）

※見える化システム（防府市）より作成



要介護１への影響

令和４年度 計画値 １，６６０人
実績値 １，５８８人

（見える化システムより）

実質７２人減と同様
要介護１の認定者数にも少しずつ影響を出している

※計画値…防府市介護保険事業計画より
実績値…見える化システムより



ご清聴ありがとうございました

防府市職員
元 高齢福祉課主任
（総合事業、生活支援体制整備事業、
地域ケア会議推進事業等を担当）

元 第１層生活支援コーディネーター

三輪 徹郎
temikaigo@gmail.com

質問があればこちらのアドレスにお願いします

mailto:temikaigo@gmail.com
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